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10月の行事予定

１１日（月） 始業式/頭髪服装指導 ２５日（月） 振替休日

１８日（月） 常任委員会・本部委員会 ２６日（火） 振替休日

２０日（水）
第４回漢字テスト ２７日（水） 第３回実力テスト①

本部委員会 ２８日（木） 第３回実力テスト②

２２日（金） 午後：皇中祭準備 ２９日（金） 大掃除

２３日（土） 皇中祭 ３０日（土） 教育勅語謹書（筆ペン必要）

第３回漢字テスト・英単語テストを終えて

休校明けすぐに行われた漢字テスト。半日登校が続いた中で行われた英単語テスト。今回はどちら

のテストも緊急事態宣言の影響でプレテストを実施せずに行いました。いわば各自がどこまでやり込

めるかを試された第３回校内テストでした。自ら計画を立てて、自身を甘やかさずに取り組めた人と

そうでない人との差が歴然となりました。高校生、大学生へとステップアップしていけば、丁寧にや

るべきことを指示されなくなっていきます。いつまでに何をやらなければいけないのか。やるべきこ

との優先順位を考える。自分自身で判断することばかりです。人から言われて行動するのではなく、

自らの意志で行動できる練習として残り３回ずつのテストに臨みましょう。

修学旅行へ向けての過ごし方

９月末で緊急事態宣言が解除され、徐々に今まで通りの学校生活が戻りつつあります。１０月１１日か

らは６限授業や部活動も再開します。修学旅行も別紙でお知らせした通りに実施できることを願います。

「新型コロナウイルスのせいで○○ができなかった。」と思うでしょうが、これを言っていても仕方あり

ません。「新型コロナウイルスが猛威を振るう中だけど、○○ができたて良かった。」と思えるために、

今、自分たちにできることを実行し、できていないことは【お互いに注意し合える】ことが大切です。

【注意し合う】ことは先述した修学旅行に向けても同じです。終わった後で「楽しかった」と思えるよう

にするためにも、時間・行動・発言など気になったことはお互いに指摘して改善していきましょう。

論語 「学而不思則罔 思而不学則殆」 を知っていますか

その月のイメージをテーマとして、縦４cm×横１４cm程度。iPad が貸与されたことで力を発揮できる
場があればと思い、企画します。

全員のロイロノート【３年ＡＢ組】【学指】にフレームを送るので、協力してくれる生徒はそのフレー

ムを活用してください。まずは１０月分を募集します。「１０月といえば・・・」と発想を飛ばして考

えてみて下さい。

これは「学びて思はざれば則ち罔（くら）し。思ひて学ばざれば則ち殆（あやう）し」と読みます。

「教わるばかりで自分で考えなければ知識を活かすことができない。自分で考えてばかりで人から教わ

らない人は考えが偏るので賢明な判断ができない。」という意味です。

みなさんは日々授業を受けたりニュースやインターネットを見たりして、新しいことを吸収しようと

しています。ですが、教わった知識を活用するためには、先生やニュース、本、インターネット等から

得た情報をそこで止めず、理解して自分のものにしなければなりません。理解するためには「どういう

ことなのか」「なぜなんだろう」と疑問を抱き思考することが大切であり、このことがなければ、ただ

の受け売りでしかなく、本当の意味での知識でないために活用することができません。いわゆる【分

かったつもり】の状態です。また、思考しようと試みても必要な知識がない人、あるいは、自分と異な

る考えの人の意見を受け入れようとしない人は、思考の幅が狭くなったり自分の考えが正しいと思い込

んだりしてしまい、結論をだせないことがでてきます。つまり、「知識を得ること」と「思考するこ

と」の両立が大切です。そして、集団生活をすることのメリットは、知識を基に思考して辿り着いた結

論を、他者と議論してより良いものに練り上げていくことができます。そして、議論していくなかで足

りない知識を補う必要がでてきます。そういった、「学び」→「思考」→「議論」→「学び」・・・の

サイクルを楽しいと思えるようになるといいですね。

学年通信タイトルの背景画を描いてくれる人を募集します

Ａ組 Ｂ組 学年平均

漢字テスト

内田・栗原・永井・中山采・

中山翔・西尾・藤田

伊藤・上野・楠木・小林・榊原

９６.２

英単語テスト

淺原・内田・永井・中山采・

中山翔・ハンズリー・藤田・山中

上野・楠木・小林・榊原・中北・

中村・山本
８７.２

新しく知識を会得する。

自らの言葉で説明できるよう

にする。

持ち合わせた知識を活用して

最善策や解決策、結論を導

く。

導き出した結論を基に、仲間

と議論し、より良いものへと

磨き上げていく。


